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I. 序論 (Introduction) 

 今回の発表は、「東南アジア天文学史に向けて」（『「第 5回天文学史研究会」集録』、国立

天文台、2016、pp.87 – 103）の継続である。前回は、東南アジアの地域別に天文学史につ

いて論じたが、今回は、内容について、東南アジア各地域独自の天文知識、および、中国、

インド、イスラーム世界、ヨーロッパからの影響、という重層構造に着目して論じたい。 

 前回は、2015年（11月 30日～12月 1日）の、タイのクラビのアオナンでの東南アジア

天文学史の研究会で発表したことを踏まえたものであったが、今回は、その継続にあたる

2017年（11月 27～28日）の、ミャンマーのマンダレーでの研究会で発表したことを踏ま

えたものである。タイとミャンマーの研究会をまとめた集録も、刊行が予定されている。 

 

 

[第 1図] ミャンマー（Myanmar）のマンダレーのホテル（Eastern Palace Hotel）の窓か

ら見たマンダレー・ヒル（Mandalay Hill)（多くの仏塔が見える）(2017年) 



II. 各地域独特の天文知識 (Local astronomical knowledge) 

   (II.1) 各地域独特の星座 (Local constellations) 

    (II.1.1) ビルマの星座 (Burmese constellations) 

 ビルマには、インド系の 27の星宿の他に、多くの独自の星座がある。ビルマの星座につ

いては、すでに Buchanan (1799, pp.195-202) に、68種の天体（インド系の星宿や惑星も

含む）が記録されている。しかし、現代の星座との対応関係が明らかでないものも多く、

今後の研究が必要である。 [第 2図] Buchanan (1799) の、68種の天体の図： 

 



 多くのビルマ星座のうち、北方の 9種の星座が特に重要である。Buchananは、9種のビ

ルマ星座と、インド系の 27の星宿の図も示している。 

 

[第 3図] Buchanan (1799) の、9種のビルマ星座の図（左側）と、9種のビルマ星座の内

側に描かれたインド系の 27の星宿の図（右側） 

 

 Khin Zaw (1937) は、（9種のうちの）8種のビルマ星座と、インド系の 27の星宿の表を、

現代の星座への同定とともに示している。非常に有益であるが、疑問点もなくはない。 

現存の歴史的星図としては、ミャンマーのマンダレー近郊のアマラプラ（Amarapura）

に 1847に建てられたチャウットージー・パゴダ（Kyauktawgyi Pagoda）の三方向の回廊

の天井に、それぞれ星図が描かれている。筆者は 1984年に訪問し、それらの写真を撮影し

た (大橋 (2016(b), p.90) 参照)。のちに、ビルマの星座に興味を持っていた西山峰雄氏にそ

れらの写真を提供し、西山氏はビルマ語学者の協力を得て、そこに描かれている星座の研

究を開始した。Nishiyama (1997) には、161種の天体のリストが示されているが、不明な

ものも多く、今後のさらなる研究が必要である。 

 さて、今回のマンダレーでの研究会を機に、2017年 11月 29日に、チャウットージー・

パゴダを再訪した。若干の損傷はあるものの、3つの星図は良く保存されていた。以下、そ

れぞれの写真と、そこに記載されている 9種のビルマ星座（青色）と、インド系の 27の星

宿（赤色）を示した説明図（暫定的）を示す。B図については、文字が記入されているもの

は、それら以外にはない。A 図と C 図は、それら以外のものにも文字が記入されており、

今後の研究を要する。（文字がなく、形から推定したものもある。） 



 

[第 4図] チャウットージー・パゴダ (Kyauktaegyi Pagoda) の星図 A 

 

[第 5図] チャウットージー・パゴダの星図 A（説明図） 



 

[第 6図] チャウットージー・パゴダ (Kyauktaegyi Pagoda) の星図 B 

 

 

[第 7図] チャウットージー・パゴダの星図 B（説明図） 

 

 



 

[第 8図] チャウットージー・パゴダ(Kyauktaegyi Pagoda)の星図 C（内側から見たもの） 

 

[第 9図] チャウットージー・パゴダの星図 C（内側から見たもの）（説明図） 



 

[第 10図] チャウットージー・パゴダ(Kyauktaegyi Pagoda) の星図C（外側から見たもの） 

 

[第 11図] チャウットージー・パゴダの星図 C（外側から見たもの）（説明図） 



 上の説明図に対応する、インド系の 27の星宿（上図では赤色）と、9種のビルマ星座（上

図では青色）の表を以下に示す。インド系の 27の星宿の、現代の星座との対応関係は、イ

ンドにおける通説ではなく、チャウットージー・パゴダの星図から推定したものである。 

 

★インド系の 27の星宿（Indian 27 lunar mansions）： 

  サンスクリット名、（現代の星座との対応関係の推定） 

1. Aśvinī  (α, β, γ Ari) 

2. Bharaṇī  (35, 39, 41 Ari) 

3. Kṛttikā  (Pleiades) 

4. Rohiṇī  (Hyades) 

5. Mṛgaśiras  (λ, φ
1
, φ

2
 Ori) 

6. Ārdrā  (Orion) 

7. Punarvasu  (Gemini) 

8. Puṣya  (Cancer) 

9. Āśleṣā  (Western part (κ, λ, ε, μ) of Leo ?) 

10. Maghā  (α, η, γ, ζ Leo) 

11. Pūrva-Phālgunī  (δ, θ Leo) 

12. Uttara-Phālgunī  (β, 93 Leo) 

13. Hasta  (Northwestern part of Virgo ?) 

14. Citrā  (Spica) 

15. Svātī  (Arcturus) 

16. Viśākhā  (Corona Borealis) 

17. Anurādhā  (Northwestern part (β, δ, π) of Scorpius) 

18. Jyeṣṭhā  (α, σ, τ Sco) 

19. Mūla  (Southeastern part of Scorpius) 

20. Pūrva-Āṣāḍhā  (δ, ε (and γ, η ?) Sgr) 

21. Uttara- Āṣāḍhā  (ς, σ (and τ, φ ?) Sgr) 

(* Abhijit  (Disused in Burma)) 

22. Śravaṇa  (α, β, γ Aql) 

23. Dhaniṣṭhā  (α, β, γ, δ Del) 

24. Śatabhiṣaj  (Western part of Aquarius) 

25. Pūrva-Bhādrapadā  (α, β Peg) 

26. Uttara-Bhādrapadā  (γ Peg, α And) 

27. Revatī  (Northeastern part of Pisces) 

 

 （*28星宿とする場合は、Abhijitが入るが、ビルマでは 27星宿を使用する。） 



★9種のビルマ星座（Burmese 9 northern constellations）： 

   ビルマ語の名称 “意味”, (現代の星座との対応関係の推定). 

I. Byain  “Heron（鷺
さぎ

）”,  (Cassiopeia). 

II. Kyi  “Crow（烏
からす

）”,  (Perseus). 

III. Hindha  “Ruddy Sheldrake (duck)（赤筑紫鴨
あかつくしがも

）”,  (Auriga). 

IV. Puzun  “Crab（蟹）”,  (Head and forelimbs of Ursa Major). 

V. Khyein  “Balance (scales)（天秤）”,  (Hindlimbs of Ursa Major). 

VI. Hsankyin  “Hairpin（ヘアピン）”,  (Coma Berenices). 

VII. Tanga  “Fisherman（漁師）”,  (Hercules). 

VIII. Hsin  “Elephant（象）”,  (Cygnus). 

IX. Myin  “Horse（馬）”,  (Cepheus). 

 

 

 

[第 12図] チャウットージー・パゴダ (Kyauktaegyi Pagoda) を入り口側から見たところ 



    (II.1.2) タイの星座 (Thai constellations) 

 Saibejra (2012) は、Sunthorn Phu (1786 – 1855) が書いた叙事詩 Phra Abhai Mani に

言及された下記のようなタイ独特の星座について、図解入りで示している。なお、下記で、

“dāw”とは、タイ語で「星」という意味である。（なお、タイの星座について、海部 (2014, 

pp.125-138)も参照。） 

 

   タイ語の名称 “意味”, (対応する現代の星座). 

☆ Dāw-tau and Dāw-thai  “Star ‘turtle’（亀）” and “Star ‘plough’（鋤
すき

）”, (Orion). 

☆ Dāw-thong  “Star ‘flag’（旗）”, (Hyades). 

☆ Dāw-lũkkai  “Star ‘children of hen’（雛
ひよこ

）”, (Pleiades). 

☆ Dāw-lōng  “Star ‘coffin’（柩
ひつぎ

）”, (Gemini). 

☆ Dāw-kā  “Star ‘crow’（烏
からす

）”, (Cassiopeia). 

☆ Dāw-duang-lam-samphau  “Star ‘junk’（帆船）”, (Argo). 

☆ Dāw-cōrakhē  “Star ‘alligator’（鰐
わに

）”, (Big Dipper). 

☆ Dāw-yōt-mahā-culāmanī “Star ‘summit of great Buddhist tower’（仏塔の頂上）”, 

(Arcuturus). 

☆ Dāw-khanchang  “Star ‘beam balance’（竿秤
さおばかり

）”, (α and β Centauri and Crux). 

☆ Dāw-hām-phī  “Star ‘carrying corpse’（遺体の運搬）”, (Great Square of Pegasus). 

 

 

[第 13図] Saibejra (2012) に基づいて筆者が作成した、タイの星座の図 



    (II.1.3) インドネシアのブギス人の星座 (Bugis constellations) 

 Ammarell (1999, pp.122-142) は、インドネシアのスラウェシ島のブギス人（Bugis）が

航海術のために使用する以下のような星座を、図解入りで示している。 

     ブギス語の名称  “意味”, （対応する現代の星座）. 

A. bintoéng balué  “widow-before-marriage（未亡人）”, (α, β Cen). 

B. bintoéng bola képang  “incomplete house（不完全な家）”, (α~δ, μ Cru). 

B.1. bembé’ é  “goat（山羊）”, (Coal Sack nebula in Crux). 

C.  bintoéng bale mangngiweng  “shark（鮫
さめ

）”, (Scorpius (south)). 

D.  bintoéng lambarué  “ray fish, skate（エイ）”, (Scorpius (north)). 

D.1. (identified without name)  “lost Pleiad（昴の失われた一星）”, (Antares). 

E.  bintoéng kappala’ é  “ship（船）”, (α~η UMa). 

F.  bintoéng kappala’ é  “ship（船）”, (α~η UMa; β, γ UMi). 

G.  bintoéng balu Mandara’  “Mandar widow（マンダル人の未亡人）”, (α, β UMa). 

H.  bintoég timoro’  “eastern star（東の星）”, (Altair). 

J.  pajjékoé (Makasar term) or bintoéng rakkalaé  “plough stars（鋤
すき

）”, (α~η Ori). 

J.1. tanra tellué  “sign of three（三つの印
しるし

）”, (δ, ε, ζ Ori). 

K. worong-porongngé or bintoéng pitu “cluster or seven stars（群れ, 七つ星）”, (Pleiades). 

M. tanra Bajoé  “sign of the Bajau （バジャウ人の印
しるし

）”, (Magellanic Clouds). 

 

 上記のほか、Ammarell は、wari-warié  (no gross) （明けの明星）、 bintoéng bawi  “pig 

star” （宵の明星）、 bintoéng nagaé  “dragon stars” （銀河）も示している。 

 一方、Pelras (1987, pp.27-32), (1996, p.231) は、ブギス人が農事暦のために使う 9種の

下記のような星座を記している。下記の番号は、Pelras (1987) により、対応する Ammarell 

(1999)の符号を併記する。（ブギス人の航海術で使われる星座については、Pelras (1996, 

p.264) も参照。）（なお、ブギス語とマカッサル語は近縁関係にある。） 

     ブギス語の名称  “意味”   [マカッサル語の名称],  (対応する現代の星座) 

1. (=K)  worong-mpolong  “Tuft（房
ふさ

）”  [borong-borong],  (Pleiades). 

2.       wara-wara  “Burning Coal（燃えている炭）”  [bara-bara],  (Aldebaran). 

3. (=J.1) tanra tellu  “Triple Beacon（三つの標識）”  [tanra tallu],  (δ, ε, ζ Ori). 

4.       manu’  “Chicken（ 鶏
にわとり

）”  [jangang],  (Canopus, Sirius and Procyon). 

5.       watang-mpata  “Job’s Tears Stalk（数珠玉
じゅずだま

の茎） [batang-bata], (α, β Leo) 

6. (=B)  éppang   “Lame（足の不自由な人）”   [balla’ képpang  “the Crooked House 

（いびつな家）”],  (Crux). 

7. (=A)  walu  “Widow（未亡人）”  [balu],  (α, β Cen). 

8. (=D)  lambaru  “Rayfish（エイ）”  [lambaru],  (Scorpius (north)). 

9.      tékkoroso  “Pushed Plough（鋤
すき

）”,  (Triangulum?). 



 

[第 14図] Ammarell (1999)（黒色）と Pelras (1987)（赤色）に基づいて筆者が作成した、

ブギス人の星座の図 

 

    (II.1.4) 補足 (Additional remarks) 

 上記のように、各地にさまざまな独自の星座がある。最近、アジア、特に東南アジア地

域の民俗天文学についてのいくつかの著作が刊行され、興味深い。（下図は、左から、Saibejra 

(2012), Phengkēw (2009), Ambrosio (2010), 海部(2014)。） 

 

[第 15図] 東南アジア関係の天文民俗学の書籍の表紙（Books on Asian folkastronomy） 



 東南アジアの独自の星座には、互いに関連するものもあり、下記の図は、オリオンに相

当する星座であるが、AとBがビルマのチャウットージー・パゴダの星座（亀）、Cが Saibejra 

(2012) に基づくタイの星座で、亀と鋤、Dが Ammarell (1996) に基づくジャワの星座で、

鋤である。なお、フィリピンではオリオンは上記 Amnbrosio (2010) の表紙のような、野生

鳥獣捕獲用の「わな」とみなされており、“balatik”とは、その「わな」のことである。 

 

[第 16図] オリオン（Orion）に相当するビルマ（Burma）(A, B)、タイ（Thai）(C)、ジャ

ワ（Java）(D) の星座 

 

 なお、Ambrosio (01/26/2008) は、フィリピンには、 

Batik (Orion’s belt),  

Mupu (Pleiades),  

Bubu (Big Dipper),  

Paliyama (parts of Aquila),  

Mamahi Uttara (North Star),  

Saloka (Scorpius),  

Anakdatu and Sahapang (Alpha and Beta Centauri),  

Bunta (Southern Cross),  

Lakag or Maga (morning star),  

Mamahi Kagang, 

Mamahi Pagi, 

などの天体があることを述べており、Ambrosio (02/02/2008) では、“Balátik”（オリオン）

と“Moropóro”（プレアデス）が特に重要であることを述べている。（フィリピンの諸言語で

の星名は、いろいろあるので、上のリストとは名称が違っている。） 

 なお、東南アジアの諸民族の銀河についての見方に関しては、大林 (1999, pp.64-79) が

ある。また、東南アジア島嶼部と文化的に関係の深い台湾南島民族の民俗天文学について

は、Ôhashi (2017) 参照。 



   (II.2) 時刻と季節の決定 (Determination of time and season) 

 東南アジア島嶼部のいくつかの地域で、太陽高度を時刻の決定に用いていたという記録

がある。また、季節の決定には、正午の太陽高度を用いる方法や、星座の夜明け前の初見

（heliacal rising）を用いていたという記録がある（実例については、大橋 (2016(b)) 参照）。

これらは、各地域の緯度によって、さまざまな地域的特色がある。 

 ここでは、Maass (1924) が記述している、インドネシアのジャワ島東部の港町グレシッ

ク (Gresik) のノーモンについて述べる（Ammarell (2008, p.326) も参照）。これは、正午

の影を測定し、暦月を決定するために用いられる。ジャワには、「プラノト・モンソ」(pranoto 

mongso) という一種の太陽暦があり、夏至から始まる、41 日、23 日、24 日、25 日、27

日、43 日、43 日、26~27 日、25 日、24 日、23 日、41 日、という十二か月からなってい

る（van den Bosch (1980), 須賀 (2014, p.220) など参照）。これは、一見奇妙に見えるが、

それぞれの暦月の決定方法を考えれば、理解できる。 

 

 

[第 17図] ジャワのノーモン (Javanese gnomon)（左図の平面図は、Maass (1924, Fig.13) 

に加筆、右図の立面図は、Maass の記述に基づき筆者作成） 

 

 そもそも、ジャワの緯度は、ほぼ南緯 7ºである。したがって、正午の太陽の天頂距離は、

ほぼ 30.5º N から 16.5º S まで変化する。ノーモンの長さを 1とすれば、影の長さ（太陽

の天頂距離を z とすれば、tan z）は、ほぼ、南に 0.589から、北に 0.296まで変化する。

これを、北に 4等分、南に 2等分すれば、ほぼ、北に 0.589、0.442、0.294、0.147、0 (ノ

ーモンの根元)、そして南に 0.148、0.296、と、スケールは、ほぼ 6等分される。 そこで、

それぞれに対応する太陽の赤緯は、天頂を約－7ºとすれば、ほぼ、23.5º、16.9º、9.4º、1.4º、



－7.0º、－15.4º、－23.5º、となる。ここで、λを太陽の黄経、δ を太陽の赤緯、εを黄道傾

斜角とすれば、球面三角法により、 

     
    

    
 

であるから、スケールのそれぞれの区分に対応する黄経差は、ほぼ、43º、23º、21º、21º、

24º、48º、となる。とりあえず、太陽軌道の中心差を度外視して、それぞれの対応する日数

を求めれば、約 44 日、23 日、21日、21日、24日、49 日、となる。これによって、上記

のような「プラノト・モンソ」という独特な太陽暦が理解できる。これは、ほぼ南緯 7º と

いう特定の場所でしか成り立たないもので、まさしくジャワ独特の天文学と言える。 

 上記のような、正午の太陽の影のほかに、それぞれの地域独特の星座も季節の決定に用

いられる。特に、夜明け前の初見（heliacal rising）は、季節のかなり明確な基準となる。

そして、季節は、それぞれの地域の農作業の手順などの密接に関係しているので、さまざ

まな地域で独特な暦法が形成されていったと考えられる。 

   (II.3) 方向の決定と航海術 (Determination of direction and navigation) 

 陸地であれば、太陽の動きと、星座の方向の、両方を方向の決定に用いることができる。

海上では、星座の方向が、主要な方向決定の手段となる。すでに星座の項目で見たように、

インドネシアのスラウェシ島のブギス人の航海術について、Ammarell (1999) に、詳細に

論じられている。また、日本語で読めるものとして、脇田 (2010) がある。 

 また、東南アジア島嶼部の航海術は、ほかの太平洋地域の航海術と比較することも重要

で、Lewis (1994) などが、良い手がかりとなる。なお、オセアニアの伝統的な航海術とそ

れに関連する星座の知識について、日本語で読めるものとして、ミクロネシアについて、

松岡 (1946)、(1943, pp.494-516)、また、マオリ人の星座について、松岡 (1941, pp.149-150) 

などもある。また、村山 (2003) には、オセアニアの天文学や航海術に関する記述がある。 

 

III. 中国の影響 (Chinese influence) 

 東南アジアでは、ベトナムが中国の影響を大きく受けているが、他の東南アジア大陸部

の地域も、かなり中国の影響を受けている。 

   (III.1) 十二支 (Animal names of 12-year cycle) 

 東南アジアの多くの地域で、中国系の十二支が用いられている。ベトナムでは、丑は水

牛、卯は猫である。 

 タイでも、すでにスコータイ王朝のラーム・カムヘン王の碑文（AD 1292）に、インド

のサカ紀年とならんで、十二支も併記されている（Chamberlain (1991)）。 

 また、六十干支も、ベトナム暦のほか、タイでも中部地方以外の暦法で使われている。（タ

イの場合については、Eade (1995, pp.24-25)参照。） 



 

[第 18図] ベトナムの十二支の切手 (Vietnamese postage stamps of 12-year cycle) 

 

 

[第 19図] タイの十二支の切手 (Thai postage stamps of 12-year cycle) 



   (III.2) 中国系の太陰太陽暦 (Chinese luni-solar calendar) 

 中国もインドも、旧暦は太陰太陽暦が基本である（ただしインドには太陽暦方式の旧暦

もある）が、月名のつけかたが異なる。タイの旧暦では、月名に番号が用いられている。

すでにアユタヤ時代に番号が用いられていたことが、Loubère (1693, Tome II, pp.168-169) 

に記録されているし、番号と季節の関係が相互に若干異なるタイ系の諸地方の暦などもあ

る（Eade (1995, pp.28-29)）。 

 中国では、月名に番号が用いられている。しかしインドでは、そのような方式はなく、

満月が位置する星宿の名が月名の語源となっているのが通例である。そこで、タイの旧暦

の月名のつけかたに、中国の影響がある可能性がある。 

 なお、中国の太陰太陽暦では、一か月の日付は通し番号がつけられるが、インドの太陰

太陽暦では、朔と望で半月に分けられ、半月ごとに日付がつけられる。したがって、タイ

の旧暦の日付は半月ごとに分けられているので、月名のつけ方は中国式であっても、暦月

の構成法はインド式である。 

 また、東南アジア大陸部の旧暦では、19年 7閏の周期が広く用いられている。タイでは、

すでにアユタヤ王朝時代に 19 年 7 閏が用いられていたことが、Loubère (1693, Tome II, 

p.190)に記録されている。19 年 7 閏は、古代中国では標準的な置閏法であったが、インド

では一般的ではないので、ここでも中国の影響の可能性について検討する必要がある。 

 

IV. インドの影響 (Indian influence) 

 ベトナム以外の東南アジア大陸部の伝統天文学は、インドの影響を大きく受けている。

また、東南アジア島嶼部も、イスラームの影響以前には、インドの影響を大きく受け、地

域によっては、今日まで、インドの影響を受けた伝統天文学を保持している。 

   (IV.1) 黄道十二宮 (Zodiacal signs) 

 黄道十二宮は、古代メソポタミアに起源があり、古代ギリシャで広く用いられ、ギリシ

ャ文化圏から各地に伝えられた。インドには AD 3世紀頃に、ギリシャ文化圏から伝えられ、

さらにインドから東南アジアや東アジアに伝えられた。 

黄道十二宮は、春分点から黄道を 12等分し、黄経を表すために用いられるが、ヨーロッ

パ式では、現時点の春分点を起点としているのに対して、インド式では、AD 6世紀後半頃

の春分点の恒星に対する位置を固定して起点とするのが通例であり、両者の間には、歳差

現象によって、差が生じている。これは、インド式の旧暦では恒星年を用いるのが通例で

あることに対応している。 

東南アジア大陸部の旧暦では、インド式の黄道十二宮が、黄経を表すために用いられて

いる。のちに示すタイの伝統的な天体暦では、天体の黄経を示すために、宮、度（1宮＝30

度）、分（1 度＝60 分）、が用いられている。なお、現在のタイ語では、西暦の月名を表す

ために、サンスクリット語起源の黄道十二宮の名称が使われている。 



 

[第 20図] 黄道十二宮が描いてあるミャンマーのカレンダーの表紙の一部（2017年購入） 

 

   (IV.2) インド系の星宿 (Indian lunar mansions) 

 星宿（lunar mansion）は、中国にもインドにもあり、中国のものは二十八宿、インドの

ものは 28 宿と 27 宿の二種がある。中国のものとインドのものは、もともとは独立のもの

であったと思われるが、のちに仏典を通じてインドのものが中国に伝えられてから、互い

に関係づけられるようになった。 

 インドでは、28 宿は、実際の星座に対応し、27 宿は黄道を 27 等分して黄経を表すため

に用いられる。 

 東南アジアで使われている星宿は、インド系のもので、上記の星座の項目で見たように、

ビルマの星図にも記されているし、下記のタイの伝統的な天体暦では、月の位置を示すた

めに用いられており、そこでは、等分された 27宿が黄経を表すために用いられている。な

お、タイやビルマでの星宿の名称は、サンスクリット語起源のものが用いられている。 

   (IV.3) 曜日 (Seven-day week) 

 曜日は、ギリシャ文化圏で形成され、そこから各地に伝わった。インドには、AD 3世紀

頃に伝えられ、そこから東南アジアや東アジアに伝えられた。 



 タイやミャンマーでは、誕生した曜日が重要視されている。タイでは、それぞれの曜日

を象徴する色があり、日曜日は赤、月曜日は黄、火曜日はピンク、水曜日は緑、木曜日は

オレンジ、金曜日は青、土曜日は紫である（Saibejra (2012, p.10)参照）。水曜日の夜（午

後 6時以降）は仮想惑星「ラーフ」に対応し、象徴する色は黒であるとも言われる。 

 ミャンマーでは、曜日を象徴する動物があり、日曜日はガルダ（神話上の鳥）、月曜日は

虎、火曜日はライオン、水曜日は象（午前中は牙がある象、午後は牙がない象）、木曜日は

鼠、金曜日はテンジクネズミ、土曜日は竜である。そして名前の頭文字は、通常、生まれ

た曜日に関係しているという（Shway Yoe (1910, pp.4-6), Meiji Soe (2012, pp.57-69)参照）。 

 

[第 21 図] 曜日の動物の絵（左端）が描いてあるミャンマーのカレンダーの一部（2017 年

購入）（大きな数字で西暦の日付が書いてあるほか、その右上に小さくビルマ文字の数字で

ビルマの旧暦の日付が書いてある。） 



   (IV.4) インド系の紀年 (Indian eras) 

 インドには、様々な紀年法がある。そのうちの、サカ（Śaka）紀年は、タイのラーム・

カムヘン王の碑文（AD 1292）でも使われている。サカ紀年は、現代のタイ語では、「大暦」

（Mahā-sakkarāt）と呼ばれているが、現在は東南アジア大陸部では通常は用いられてい

ない。（サカ紀年は、インドでは現在も使われているし、インドネシアのバリ島でも使われ

ている。）サカ紀年の 0年は、AD 78に始まる。したがって、 

AD － 78/79 ＝ サカ紀年（大暦） 

となる。 

 現代のタイでは、西暦の年を「仏暦」（Buddhist Era）（タイ語では、Phuttha-sakkarāt）

で表すのが通例である。これは、南伝仏教での釈迦入滅の年を起点とするものである。タ

イでは、仏暦の 0年は、544 BCに始まる。したがって、 

AD + 543 ＝ 仏暦（現代タイの場合） 

となる。なお、ラオス、カンボジアでも仏暦の 0年が 544 BC に始まるが、ビルマ、スリ

ランカでは、仏暦の 1年が 544 BC に始まる、という相違がある。 

 （なお、インド起源ではないであろうが、インド系の旧暦の紀年法として使われるもの

として、AD 638 に 0 年が始まる「ビルマ紀年」というものもあり、これは、タイ語では、

「小暦」（Cunla-sakkarāt）と呼ばれている。これは、 

AD － 638/639 ＝ ビルマ紀年（小暦） 

となる。） 

   (IV.5) 恒星年 (Sidereal year) 

 すでに述べたように、インド系の黄道十二宮は恒星に対する AD 6世紀後半頃の位置に固

定するのが通例であることにも関係しているが、インド系の旧暦は、回帰年ではなく、恒

星年を用いている。したがって、回帰年を用いる西暦と、恒星年を用いる東南アジア大陸

部（ベトナムを除く）のインド系の旧暦との関係は、歳差現象によって徐々にずれていく。 

 たとえば、タイの水かけ祭りとして有名な「ソンクラーン」（Songkrān）は、本来は、太

陽が白羊宮に入ること、すなわち春分のことであるが、現在のタイでは 4月 13～15日とさ

れている。これは、恒星年が回帰年よりもわずかに長いため、現在の通常の春分とは、ず

れているのである。 

   (IV.6) インド系の太陰太陽暦 (Indian luni-solar calendar) 

 上記のように、インドの旧暦には、独自の特色があり、インドでは、各地で地方的特色

のある様々な民間暦が刊行されている。そこには、旧暦の日付だけでなく、太陽、月、惑

星の位置など、様々なことが書かれており、一種の天体暦とも言える。そのような、様々

な記述の主な目的は、ホロスコープ（後述）の作成である。 

 タイなどでも、様々な伝統的な天体暦が刊行されている。以下、インドとタイの、伝統

的な天体暦の例を示す。（東南アジアのインド系の暦については、大陸部は、Eade (1995)、

島嶼部については、Casparis (1978)および Eade & Gislén (2000)参照。） 



 

[第 22図] インドのヒンディー語の民間暦の例 (A Hindi traditional ephemeris) 

 



 

[第 23図] タイの伝統的な天体暦の例（1999年 4月）(A Thai traditional ephemeris) 



 上記のタイの伝統的な天体暦で、天体の黄経は、宮、度、分、で表されているが、これ

は、インド式の黄道十二宮に基づくもので、太陽が 4月 14日に白羊宮に入ることがわかる。

なお、「ディティー」（dithī）とは、サンスクリット語の「ティティ」（tithi）にあたるもの

で、朔望を起点として、太陽と月の黄経差が 12°変化するごとに番号を付けていくもので

ある。（月齢と似ているが、「ティティ」は時間的に一定ではなく、その平均値は 24時間よ

りも、わずかに短い。）インド式では、「ティティ」の番号も、旧暦の日付も、1朔望月のあ

いだに通し番号をつけるのでなく、半月ごとに番号を付けている。タイの旧暦の日付が 15

が最大であるのは、そのためである。 

なお、五惑星の右に、「ラーフー」（Rāhū）、「ケートゥ」（Kēt）、「マルッタユー」（Maruttayū）

の項目がある。「ラーフー」は、サンスクリット語の「ラーフ」（Rāhu）に対応し、月の軌

道の黄道に対する昇交点である。（上図で「天王」と書いてあるが、おそらく誤記で、数値

から見ても、月の昇交点に間違いない。）「ケートゥ」は、サンスクリット語の「ケートゥ」

（Ketu）に対応し、インドでは、月の降交点を意味したり、彗星や流星を指したりするも

のであり、タイの占星術書では、海王星を指すのが通例であるが、上記の天文暦の数値を

見ると、逆行しており、何を意味するのか、不明と言うほかはない。「マルッタユー」は、

タイの占星術書では天王星を指すのが通例であり、これは数値から見ても間違いない。（タ

イの占星術について、Suriyā’ārak (1983) を参照した。） 

   (IV.7) インド系の水時計 (Indian water clock) 

ダーウィンと同時期に進化論に着想した有名な博物学者ウォレスは、著書『マレー諸島』

（Wallace (1869); 日本語訳：(1991)など、）において、現在のインドネシアのスラウェシ島

のマカッサル発の船で使われていた興味深い航海術について記述している。そこでは、羅

針盤などの他、ココナッツ殻の半分の底に小さな穴をあけたものが水時計として使われて

いた。これをバケツの水に浮かべると、ちょうど１時間で沈んだという。このような水時

計は、インドでは 5世紀末頃から広く用いられており、インドの影響である可能性がある。 

 

 

[第 24図] インドとマカッサルの水時計（A, B は、インド（India）のラージャスターン州

（Rajasthan State）のコーター（Kota）にある Rao Madho Singh Museum の水時計を

筆者が撮影したもの。C は、ウォレス（Wallace）の記述に基づくインドネシアの水時計

（Indonesian water clock）の想像復元図） 



   (IV.8) ホロスコープ (Horoscope) 

 ホロスコープとは、黄道十二宮における太陽、月、惑星の位置を図示したものである。

AD 3世紀頃に、ギリシャ文化圏からインドに、誕生時のホロスコープによる占星術が伝来

した。ホロスコープには、黄道十二宮に対応する 12の欄があり、通常、九曜（nava-graha）

（太陽、月、五惑星、ラーフ（月の昇交点）、ケートゥ（月の降交点））が、位置する宮の

ところに記入される。また、その時刻に東の地平線に昇りつつある宮（それを「ラグナ」

（lagna）という）が何であるかも分かるようになっている。 

ホロスコープは、東南アジアの碑文などにもよく見られる。例えば、タイの碑文の例に

ついては、Eade (1996) 参照。 

また、ホロスコープは、以下に示すように、タイやビルマの暦の中にも記載されている

のを、よく見かける。これによって、毎月（あるいは、毎日）の諸惑星の位置が一目で分

かるようになっている。なお、ホロスコープの形は、地域による違いがあり、インドでは

ふつう四角形であるが、タイやビルマではふつう円形である。 

 また、ビルマには、「ザーター」（zata）という伝統的な誕生証があり、そこにもホロスコ

ープが記載されている。（Shway Yoe (1910, pp.7-13), Meiji Soe (2012, p.69)参照。Shway 

Yoeは、「ザーター」に何が書いてあるか、詳しく説明している。） 

 

 

[第 25図] タイの様々な伝統的な暦 (Thai traditional ephemerides) 

 



 

[第 26図] ミャンマーの様々なカレンダー（2017年購入）(Myanmar calendars) 

 

 

[第 27図] ビルマの「ザーター」の例（左側の円形のものがホロスコープ）(Burmese “zata”) 



   (IV.9) ラーフ（日月食を起こす魔物）(Rāhu, a demon who produces eclipses) 

 インドには、日月食を起こす「ラーフ」（Rāhu）という魔物の伝説がある。それは、頭

と胴体が分かれており、インドの伝統天文学では、頭にあたる「ラーフ」が、月の軌道の

黄道に対する昇交点、胴体にあたる「ケートゥ」（Ketu）が、降交点とされている。 

 このような、ラーフの伝説は、東南アジアにも広く伝わっている。 

 

[第 28図] ラーフの意味（左図）と、現代のタイのラーフの絵（右図） 

 

   (IV.10) 宇宙論（須弥山説）(Cosmology, Mount Meru model) 

 大地の中央に、メール（Meru）（または、スメール（Sumeru））という高い山がそびえ

ており、天体はその周りをまわっている、という、インドの伝統的宇宙論は、東南アジア

にも広く伝わっている。（インドの宇宙論の東南アジア各地への影響については、Quaritch 

Wales (1977) 参照。） 

 インドのメール山モデル（須弥山説）は、ヒンドゥー教、ジャイナ教、仏教で、それぞ

れ相違があるが、仏教の須弥山説は、4～5世紀頃の世親（Vasbandhu）の『阿毘達磨倶舎

論』（Abhidharma-koṣa）が基本となっている。 

 タイのスコータイ王朝のリタイ（Lithai）王（＝ルアン（Ruang）王）は、14 世紀中頃

に『三界経』（Traiphum）という仏教宇宙論の著作を著している（Reynolds and Reynolds 

(1982) という英訳がある）。 

   (IV.11) 建築術 (Architecture) 

 インドには、「ヴァ―ストゥ・シャーストラ」（Vāstu-śāstra）という伝統的な建築術があ

り、方向の決定のためにノーモンを立てて、太陽の影を利用するなど、天文学的知識も応

用されている。インド系の建築術は、東南アジアの寺院建築などにも応用されており、そ

こでの天文学的知識の利用なども、興味深いテーマである。 



V. イスラーム世界の影響 (Islamic influence) 

 東南アジア島嶼部では、イスラームの影響が重要である。 

   (V.1) イスラーム暦 (Islamic lunar calendar) 

 イスラーム暦は、夕方の新月の初見から 1か月が始まり、12か月が 1年となる。したが

って、1年は約 354日となる。（閏月は使わない。）したがって、暦と季節の関係は、だんだ

んずれていく。本来は、新月の初見は観測によるはずだが、計算による簡便な予測法もあ

る。 

 Proudfoot (2006) は、東南アジアの碑文で使われている簡便な予測法として、30年周期

と 8年周期について記している。（ここでの「年」とは、回帰年ではなくて、12朔望月であ

る。）30 年周期は、29 日と 30 日が交互に現れるが、30 年に 11 回の閏年（29 日の月が、

ひとつ 30日になる）がある。そうすると、1朔望月は、 

       {30×6×(29＋30)＋11}／(30×12)＝29.530556日 

となり、かなり正確である。一方 8年周期は、8年に 3回の閏年があり、1朔望月は、 

       {8×6×(29＋30)＋3}／(8×12)＝29.53125日 

となる。このような、周期を用いる方法は、東南アジア島嶼部の諸地域の暦法にも見られ

る（実例については、大橋 (2016(b)) 参照）。 

 新月の初見の観測について、特に断食の月の開始や終了などは、ムスリムの生活に大き

な関係があるが、河田  (2008) によれば、日本では、2005 年から、Ruyat-e-Hilal 

Committee-Japan（新月観測委員会）という組織ができ、日本で観測できなかった場合は、

マレーシアのイスラミックセンターに問い合わせて、その結果に従う、という方法をとっ

ているという。しかし、東京で最大のイスラームの礼拝所である東京ジャーミイは、トル

コ政府の決定に従っているという。 

 また、堀井 (1987) によれば、マレーシアでは、肉眼観測による方法（rukyah）を主張

する派と、計算によって決定する方法（kiraan falak）を主張する派の論争があるという。 

 上記のように、イスラームの行事の日取りに、同じ地域でも違いが生ずる可能性がある。 

   (V.2) 時刻と方向の決定 (Time keeping and Qibla) 

 ムスリムは、1日に 5回、メッカのカアバ神殿の方向に礼拝するため、時刻と方向の決定

が重要である。（なお、ムスリムの礼拝に関する伝承については、牧野 (2001, I, p.53 ff) 参

照、 特に礼拝の時刻については、同書 (pp.210-234) を参照。） 

 井筒 (1942, pp.29-30) (再録：2011, pp.179-180) によると、5回の礼拝の時刻は、20世

紀前半ころの東印度（現在のインドネシア）では、メッカとは、以下のように少し違って

いたという。 

1. “ẓuhr”: 東印度では正午 12時から、メッカでは 12時の少し過ぎから。 

2. “‘aṣr”: 東印度では午後 4時半頃、メッカでは“ẓuhr”の約 3時間経ってから。 

3. “maghrib”: 東印度では午後 6時頃、メッカでは日没直後。 



4. “‘ishā”: 東印度では午後 8時半頃、メッカでは“maghrib”の後約 2時間して。 

5. “ṣubḥ”: 東印度では午前 4時から 5時の間、メッカでは日出前約 1時間半。 

  メッカのカアバ神殿の方向を「キブラ」（Qibla）と言うが、東南アジア島嶼部のいく

つかの地域では、オリオン座の三ツ星が、キブラを示すと考えられていた。東南アジア島

嶼部から見れば、メッカの方向は、ほぼ東であるから、これは妥当である。（スマトラ島の

アチェ人とジャワ島のジャワ人については、Hurgronje (1906)、南カリマンタンのバンジャ

ルの農民については、Ammarell and Tsin (2015) 参照。） 

 

VI. ヨーロッパの影響 (Western influence) 

 16 世紀中頃から、イエズス会の宣教師がアジアを訪れるようになり、ヨーロッパ天文学

を伝えたり、天体観測を行ったりするようになった。その後、アジア諸地域で近代天文学

が発展していくことになる。（アジア諸地域（日本、韓国、中国、台湾、タイ、インドネシ

ア、オーストラリア、ニュージーランド、インド、ウズベキスタン）における近代天文学

の発展について最近非常に詳細な論文集 Nakamura and Orchiston (2017)が出版された。

また、Hearnshaw and Martinez (2007)や、Batten (2001)などにも、アジア諸地域におけ

る近代天文学の発展についての記述が含まれている。 ） 

 さらに、ヨーロッパ天文学の伝統天文学への影響も重要である。例えば、中国の時憲暦

（1645 年から施行）は、ヨーロッパ天文学を取り入れて作られた旧暦であるが、ベトナム

では、1813 年に、時憲暦が「協紀暦」という名で採用された。また、ベトナムでは 1837

年に、当時の首都フエを本初子午線とすると宣言されたが、当時、経度はパリから測られ

ていた（大橋 (2016(a))参照）。 

 また、フィリピンの民俗天文学では、キリスト教の影響も重要である。 

 

VII. 結論 (Conclusion) 

 以上のように、東南アジアの伝統天文学は、様々な要素が複合したものである。これら

をふまえて、個別の伝統天文学を様々な角度から研究する必要がある。 

 また、ベトナムのチャム人（チャンパ王国の末裔と言われる）は、インド系の暦とイス

ラーム系の暦を併用しており、興味深い。（中村(1999)、Nakamura (2009)、吉本(2000), 

(2003)、Yoshimoto (2011)参照。）このような複合的な伝統天文学も、さらに研究する必要

がある。 

 なお、2015 年のタイ、2017 年のミャンマーでの研究会、さらに、前回（2016 年）の第

5 回天文学史研究会と、今回（2018 年）の第 5 回「歴史的記録と現代科学」研究会で、参

加者から多くのことを学ぶことができ、今後の交流も期待される。また、タイ語の書籍を

読むにあたって、ナタヤー・ヤマカノン先生のご指導を受けたことを感謝する。 
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